
第1族元素
（アルカリ金属）

１．炎色反応 テキストp.109

２．酸化物
３．Liの特殊性
４．アルカリ金属の反応への応用
５．クラウンエーテル

テキストp.107～

テキストp.110

テキストp.110

第三回無機化学（4）炎色反応

テキストp.168



細胞外の主要イオン(105 g/70 kg)

細胞内の主要イオン(140 g/70 kg)

1族アルカリ金属

http://stw.mext.go.jp/



Na+, K+の生理機能 テキストp.141



炎色反応



炎色反応

アルカリ金属元素はすべて炎色反応を示す

Li                             Na                        K                   https://schoolbag.info
(670 nm)                          (589 nm)                  (404, 766 nm)         





元素を量る

ICP （Inductive Coupled Plasma)

誘導結合プラズマ法



高温プラズマ
(6000 – 8000 ℃)

ICP
✓高温(6000 – 8000 ℃)の高温プラズマ中
に試料を霧状に流す

✓試料中に含まれる元素は，原子やイオン
にまで分解される



高温プラズマ
(6000 – 8000 ℃)

ICP
✓含まれている元素固有の波長を持つ光
を発する（炎色反応）



高温プラズマ
(6000 – 8000 ℃)

ICP
✓波長と強度で，元素の種類と量を量る
ことができる

✓一度に多元素を同時に測定可能




